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【算数科共通研究主題】

数学的な考え方を育てる指導の工夫
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(概 要)

本年度 は、五 っの学年分科会 を編成 した。 各分科 会 において は、数学 的な考 え方 の育 成

を 目指 して、児童 が主体 的に学習 し、 よ りよい考 えを追求 してい く授業 の在 り方 を追 究 し

た。主題 に迫 るたあに仮説 を立 て、次 の視点か ら検証授 業を通 して研 究を進 めた。

○下 学 年 分 科 会…… 日常事象 の中か ら、課題を見 いだす ような操作 ・体験の場を設定 し、

考えを進 めた りは っきりさせ た りす るような算数的活動 の工 夫

○第3学 年分科 会……算 数のよ さの中の 「数理的 な表現 ・処理 の簡潔 さ ・明瞭さ ・的確 さ」

を中心 に、一人一人が算数の よさを見いだす指導 ・支援 の工夫

○第4学 年 分科 会……複 数の課題 を選択 し自力解決 したことを集団検討 す ることを通 して

育 て られ る数学 的な考 え方の明確化 と指 導法の工夫

○第5学 年 分科会……児童一人一人 が自分 な りに獲得 ・蓄積 した既習事項 を生 か して、 よ

りよ く問題解決 す るための指導 の工夫

○ 第6学 年 分科会……子 どもによる価値付 けの明確化 と、子 ど もな りの価値付 けを促 し、

それが より高 まるよ うな指導法 や評価方法 の工夫
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下学年分科会

自分の考えをもち、深める児童を育てる算数的活動の工夫

1研 究のね らい

今回 の学習指導要領 の改訂で は 「生 きる力」 の育成 を基本的 なね らいと し、4つ の方 針 が

示 され た。 その一 つであ る 「自ら学 び、 自 ら考え る力 の育 成」 を図 るに は、低学年 の と きか

ら、 自 ら課題 を もち、 それを解決 す るための 「自分 の考 え」 を もち、深め る力をっ ける こ と

が大切 である。

新学習指導要領(算 数科)で は、新 たに 「算数 的活動 を通 して」 とい う文言 が加 え られ た

が、低学年 において は、従来 から具体 的操作活動 や体験 的活動 な どが重視 されて きて い る。

しか し、 これ らの ことが本来 のね らいであ る思考 を助 けた り、深 めた りす る活動 にな って い

な いとい う指摘 もあ る。

そ こで、上記 の研究主題 を設定 し、児童 が 自 ら課題 を見いだ し、 自分の考 えを もち、深 め

るこ とがで きるよ うな活動 や指導 の手 だてを明 らかにす るとともに、 検証授業 を通 して、 指

導の有効性 を明 らかにす ることを、研究 のね らい とす る。

II研 究仮説

以下 のよ うな算数 的活動 を工夫 す ることに より、「自分 の考え を もち、 深 め る児 童」 が育

っ と考え た。

1.日 常事 象か ら算数 の課題 を見いだす ための操作 や体験

2.理 解 を助 け考 えを もち深 め る根拠 となるよ うな操作 や体験

皿 研究 の内容

1基 礎研 究

(1)「 算 数的活動」 の とらえ方

新学 習指鞭 領で は、「算 数的 活動 は、 外 か ら見 て なぜだろう4

もわか る活動か ら念頭 での思考 活動 も含 む。」 と書 か

れて いる。 また、片桐重男 氏 は、 「算 数 的活動 の中心

は思 考活動 で あ り、作業的活動 や体験的活動 は、思 考 髪 器

活 動 に達 す る た あ の過 程 で あ る。」 と述 べ て い る。 ノ蘇 使えそつ

低学年の児童は、体験や操作樋 して考えたり、思 頭

考の裏付腔 したりする.そ こで本分科会では、 日常 操 二雛
わか た。

事象 や今 まで の学習か ら、課題 を見 いだ し、具体 的操

作 と念頭操 作を結 びっ けなが ら思考 し、課題を解 決 し

議 鞍1灘 嶽i套饗繍婁
活 動 を工 夫 した い と考 え た。 日常生活への活用

圃1今 ・での学壷

島
課題を見 い出す

A
考

え

の

深

ま

り

実際 にやっ

てみ よう。

みんなに

伝えよう。

…… 課 題 の 解 決

4～ ン

具
体
的
操
作

新 しい課題
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(2>低 学年 における算数 的活動 の具体例 例 第2学 年 「かけ算1」

① 課題 を見 いだす ……教師 の発問や意 図 した操作活動 によ り児童がその操作や体験 か ら、

興味や疑問を抱 き、解決 す る課題 をっ かむ。

一 おはしが3人 分だと、

奮 諜灘 鱗 晦縷 蕊ll羅:雛
② 考え を もっ 操作や体験を基 に課題解決へ の考 えを もっ。

〈具体物 ・半具体物を操作 して考える。〉

000000数 えよう・

〈今まで学習 したことを根拠として考える。〉

響
・2の 段 は2ず っ 増 え

たか ら、 き っ と5の 段

は5ず っ 増 え るな 。

③ 考 え を深 め る… … … 操 作 を 通 して、 考 え を確 か め た り、 考 え を 人 に伝 え た りす る。

人 の 考 え を 聞 き、 違 う考 えが あ る こ と を知 った り 自分 の考 え を 修 正

した りす る。

〈自分の考えをアレイ図を用いて説明する。〉<自分の考えをアレイ図を用いて確かめる。>
6x2

④

ノ 　

・き っ と 図 に か い て'
ノ

:み れ ば 、 は っ き り
'
、す るわ ・

、!

リ ロ ヘ コ ロ コ コ ロ コ

、、
、

奮

・2×7と7×2は 同

じだ と思 うん だ。

B888圏
4螂2

・6の 段 の か け算 は2の

段 と4の 段 のか け算 を 足

せ ばで き ます 。

璽 難 麹・≠撫 艶ilレ
新 しい課 題 、 日常 生 活 へ の活 用 … …学 習 した こ とか ら新 た な課 題 を見 い だ した り、 学 習

した こ とを生 活 に生 か した りす る。

給食のグラタンは7×5で

12×5だ って あ る し7×15だ って あ る

の に、 何 で 九九 って9×9ま で な の?

九 九 の 不思 議 を 探 ろ う。

(3)「 数学的 な考 え方」 を育 てる算数的活動

響
35個 入 って い る よ。 う ち の

ク ラス は32人 だか ら3個 お

ま け だ。 か け算 使 っ ち ゃ っ

た。 こ こ に もか け算 が あ っ

た よ。

中 島健三氏 は 「数学的 な考え方」を 「算数 ・数学 にふ さわ しい立場 で、 主 体 的 に課 題 を と

らえ、創造的 に考察 し、処理す るという、 目的を もった一っ の全体的 な活動ができること。」

と、述べて いる。

本分科会で は、 日常事象の中 に算数 を見 いだ し、明確 な根拠 に基づ きなが ら思 考を進 めて

い くときに用 い られ るのが、数学 的な考 え方 であるとと らえる。低学年の児童 は、具体 物 に

よ る操作や体験 したことを基 に して思考 を進 め る。 そ こで算数 にかかわ る事象 に疑 問を もっ

た り解決の必要 を感 じた りす るような操作 や体験 の場 を意図的 に設 定す ることによ り、 子 ど

もた ちの数学 的な考え方が育 つ と考 えた。
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2授 業 研究

(1)主 題 に迫 るための手 だて

ア 日常事象か ら課題 を見 いだす操作 や体験 の工夫

日常事象 か ら算数 を見っけ る操作 や体験 を意図的 に行わせ、 そ こで生 まれた児童 の気 付

きやっぶ や きを課題 と して取 り上 げてい く。
ノ へ

事 例 第1学 年 「ど ち らが な が い」 ・ ㌔7児 童の考え
、 〆

、!

同じくらいの長・のものを見つ一(二)7鷺 錨

例 鉛筆 と赤 鉛筆

(動かせるもの)

例 ロ ッカ ー とテ レビ台

(動 かせ ないもの)

廊 下 と校 庭

(長 いもの)

本当はどうか調べてみたいな 婁
ゾ ヘ

ノ

/比 べ て み よ う。 ＼、
'

これ は簡 単 だ。 次 の

、 も う ま く比 べ る ぞ。r
、'

、 ノ
、、"馬嚇一

、 ず
、"

ノ へ

/端 を揃 え て 、 ピ ンと'
猛
・す る とい い ん だ よ。,
、!

舳 一 一 、 、

ノ ヘ
ノ

'動 か せ る もの を使 お う。'
り

→ 隔、 縄跳びを使っちゃえ。'
、,ノ

ノ へ

・ 長 いか ら、 み ん な の縄 ・

ノ
_司 レ 、 跳 び を合 わ せ よ う。.、'

、、
、

う ま くいか な いな あ。 ど う

して だ ろ う。

うま くい く方法 を考 え よ う。

/斜 めに測 ってはうまくいかな ＼
'

い ん だ。 他 の もの に印 を付 け

＼ る と比 べ られ るね。 ノ
、　 '

_,

、 、

縄 跳 び だ と う ま くいか

な い な あ。

も っ と簡 単 に はか る方 法

を 考 え よ う。

(歩 い て み よ う。 ノ

U
この縄跳び

じゃ

だめだわ

ノ 、

ノ へ

・ 棒 を 使 った方 が い い よ。 ・
ノ も

J歩 きは大 股 と小 股 が あ る け

1ど 、 棒 な らず っ と変 わ らな

い よ。 何個分 って はか ると、,

長 い もの も はか れ るね 。/
!

、
、＼

一4一



イ 児童 と共 に学習過程 をつ くり出 してい く工夫

・児童 の気付 きやっぶや きを取 り上 げて課題 と し、課題 を解決 してい くための学習過程 を

児童 と共 につ くりだ してい くよ うにす る。

〈事例 第2学 年 「か け算1」 〉 児童か ら生まれた課題

主な学習活動 「かけ算1」

-

り
自

00

4

・投票 という経験か ら同数のまとまりを探 し、「かけ

.㍊ 甑 鷺 繍躍 晶澱 を知㌔
・探 したかけ算 の場面を発表 し、かけ算の場面になっ

ているか検討 し、見っか らなか ったかけ算 を付 け

加えなが らかけ算の表 をっ くる。 ∠
・ 「段」 とい う言葉を知 り、九九の表をつ くってい

く順番 を考え る。

ノ 伽 籠 力;1轡辮iい'

'産 謹 見持驚 ㌘2×6.

r

、

2× 口 、5× 口 が 、 多 い な。

2×1、2x2と 順 番 に並 べ て

み た い な。

も

ノ

∠謙 昌鰍 ナ講 鴻露
ら、2の 段 、5の 段 か ら答 え を
つ く りた い な。

㌦ ノ

5

6

7

・○の絵 を使用 しなが ら、5の 段 ・2の 段 の九九 を

構成 し、累加で答えを見付 けることに気付 く。
・九九の覚え方を考える。

r

8

∩ヲ

・累 加 に よ り、3の 段 の 九 九 を 構 成 し、 覚 え 方 を っ

く る。 ∠

・2の 段 、3の 段 、5の 段 の 九 九 を 見 て い き、 「5の

段 は、2の 段 と3の 段 を た す こ と に よ っ て 作 られ

る。」(例5×2=2×2+3×2)こ とを 見 付 け る。

・一 の 位 の 繰 り返 しの決 ま り(例5の 段 は0 .5。0,

5の 繰 り返 し)を 見 付 け る。 ∠

訊 農抜 脚 畜 次は・3の:
＼

2の 段 、3の 段 、5の 段 と 同 じ

よ うに他 の 段 も作 って 秘 密(き

ま り)を 調 べ た い な。 ノ

0

1

り4

1

1
1
ー串

・○の絵や念頭操作 により既習事項 を活用 しなが ら

1,4.6,7.8.9の 段の九九を構成 し、今まで考

えた決 まりが当てはまるか確かめる。

ノ窮溜 誓敷 譲 舗
だ ろ う。

他 の秘 密(き ま り)も あ る の か

な
ノ13 ・自分 たちがっ くったかけ算が正 しいか確か め、九

九表をっ くり、覚え方をつ くる。 ノ4
[0

1

1

・九九表のか ら交換法則や答えが6に なるかけ算 は

1っ でないなどの決まりを見付 ける。
・ア レイ図を用いて、今 まで見付 けた決 ま りが正 し

いことを、証明す る。<

∠∫禦 魏 編 鶴 饗ヨ
どうしてだろう・ ・

16 1～9の 段を使 えるように身 に付 ける。

主な学習活動 「かけ算2」 カル ピ ス を作 る と き、4倍 の水 、

を入 れ るん だ って 。 倍 って 何?
ノ

1.2.3 ・倍の概念を理解する。テープ図を知 る。 一

4.5.6.7 ・か け算の問題を作 った り、解 いた りす るこ

とを通 して、乗法の意味理解を深め る。

ウ 考えの根拠 となるよ うな操作や体験 の工夫

・理解を助 け、考え を もち深め る根拠 とな るよ うな操作 や体験の場 を設定す る。

・考えを人 に伝 える手段 となるような操作 や体験 の場 を設定す る。

事例 第1学 年 「た しざん1ひ きざん1た しざん2ひ きざん2」
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①半具体物の操作を根拠に

あわせ る と … 増 え ると ・。 。

○○ ○→ ←○ ○ ○○○ ←○ ○

た し算 は 「ガ ッチ ャン」(操 作)と あわぜ るんだ。

あ の ね 、 後 か ら く る か ら 、

こ う や っ て く っ っ く で し ょ 。

だ か ら た し算 。

残 りは 。・・

○○○ ○○→

ひ き算 は取 ってい くんだね、

「バ イバ イ」(操 作)だ ね。

違 い … ← ○○○ ○○

△△△

「ガ ッチ ャン」 させてか ら 「バイバイ」

をさせ るか らひき算 なんだね。

000 ○ ○

.z

②数の操作を根拠に

＼、2隔

,
!

6

,

!

'

烈
乱4

12円 な ら10円 玉 か ら

8円 は ら う な あ。

ひ き算 もで き る

かな1ス ブ81

2,19,

綴(⑳

ひ き算 にB君 式 はな い

のかな ＼12ぐ 叉

・4,4

彦
、

・考 えを深 め、念頭操作 が容易 にな るよ うに具体物 か ら半具体物 へ、半 具体物 か ら絵 や図

へ、 さ らにア レイ図 やテープ図を使 え るよ うに指導す る。

轟)藩 捲礁r斗 、
/

IV研 究 の成果 と今後の課題

・日常 事象か ら児 童が課題 を見 いだす活動 を行 った ことによ り、教 え られる ものではな く、

考 え るもの という意識が出て きて、単元を通 して意欲を持続 させ ることが で きた。

・1年 生 の加減法 の場面で は、演算決定の時 に迷 いが生 じると もう一度、 日常場面 に立 ち返

る ことによ り、 自分 の考 えを は っき りとさせて い くことがで きた。2年 生 の乗法 の場面 で

は、14の 段 な どを作 る児童 もお り 「どの段 も自分 たちで作れ る」 ことに感動 した。

・考 えの根拠 とな るよ うな操作を取 り入れ る ことで、 自分 の考 えをは っきりさせ た り友達 に

伝 えた りす ることがで き、聞 いている児童 も理解 し、 と もに考 えることがで きた。

・今後、各単元 において、課題を見 いだす よ うな活動を取 り入れ、児童 と共 に指導過程 を作

り出す ことを工夫 して いきたい。

・一人一人 が考えを もち深 めてい く様子 をどの場面で どのよ うに見取 るのか、 どのよ うな操

作 や体験 が考 えの根拠 とな って いるのかを明確 に して いきたい。
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第3学 年分科会

一人一人が算数のよさを見いだす指導の工夫

② 自分 な りの考 えを もって問題解決 に取 り組 む ことがで きるように

個 に応 じた手 だてを工夫 す る。

③ 「簡潔 ・明瞭 ・的確」 の観点 で話 し合わせ、 よさを確認 す る。

皿 研究 の内容

1「 算数 のよさ」 を とらえる視点

算数 のよ さに は、知識 ・理解 ・技能 に関 わる内容の よさと、数学

的 な考 え方 に関す るよさがあ る。

本分科会で は、算数 のよさの中の 「数理的な表現 ・処理の簡潔さ、

明瞭 さ、的確 さ」 に焦点 をあてて、研究 を進 めた。

1研 究 のね らい

算数 の意識調 査(平 成10年 「児童 の算数 に対す る意識調査』 日本数学教育学会)で は、 学

年 が上 が るにっれて算数が好 きだ と感 じる児童が減少す るという結 果が出てい る。 その原 因

の一 つ として、児童が よ りよい解決 の しかたを見っ けた り、その よさを味わ った りす る経験

が不足 してい る ことが考 え られ る。

新学 習指導 要領 では、新 たに 「活動の楽 しさに気付 き」 とい うことが加 わ り、一 人一 人 が

活動 を通 して、算数 を学ぶ ことの楽 しさと充実感 を味 わ うことがで きるようにす ることを重

視 して いる。

私 たちは、「一人一人 が算数 のよさを見いだす」感動 を多 く取 り入 れ る ことに よ って、算 数

を楽 しむ児童が育つ と考 え、上記 の研究主題 を設定 した。研究 のね らいは、以下の通 りである。

○算数の よさにつ いて明 らか に し、一人一人 が算数 のよさを見 いだす指導法 を追 究す る。

○ よさの視点 か ら教材分析 を し、授業を通 して指導 の有効性 を検証す る。

II研 究の仮説

以下 の指導 を行 うことによ って、一人一人が算数 のよ さを見 いだす ことができるであろう。

① 算数 のよさにせま る課題 を設定 する。
算数のよさ

「知識 ・理解 ・技能」

に関わ る内容のよ さ

有 用 性

美 しさ

能 率 性

簡潔窃

明瞭さ

的m

発 展 性

一 般 性

統 合 性

「数学的 な考 え方」

に関す るよさ

よさ 児童の言葉 よさの具体 例

簡
潔
さ

「かん たん だ」

「す ぐにで きる」

・具 体 的 な場 面 を式 で表 す と、 簡 潔 に表 せ る。

・十 進 位 取 り記 数法 を使 う と、 千 万 ま で の数 をか ん たん に 書 い た

り、 読 ん だ りす る こ とが で きる。

明
瞭
さ

「はっきりしている」

「明 らかだ」

「分か りやす い」

・表 や ぼ うグ ラフを使 う と、 数 量 の関 係 が、 は っき りと表 せ る。

・長 い距 離 を表 す の に、kmの 単 位 を使 う と分 か りやす い。

的
確
さ

「正確だ」

「確実にで きる」

・二 辺 が等 しい と い う性質 を使 う と、正 確 に二 等 辺 三 角 形 を か く

こ とがで き る

・筆 算 を用 い る と、2、3位 数 ×1位 数 の計 算 が早 く正 確 にで きる。
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2「 算 数 の よ さ」 を 見 い だ す過 程

児 童 が よ さ を見 い だす とい う こ とを問 題 解 決 の過 程 の 中 で、 「よ さを さが す 」 「よ さ に気 付

く」 「よ さ を 味 わ う」 とい う3つ の過 程 に分 けて と ら えた 。

(例)「 いろいろなはか りのコンテス トを開 こう』

(3年 「重 さ」)よさの発見 に
つなが る課題T

:重さをはかるには、どの方法がどんな点でよいでしょうか?

(

自

力

解

決
...

よ

さ

を 棄

見
団

検

い 鞄

だ

す
(

ま

と

め
)

v

《 よ さ を さ が す 》

① 一人 一 人 が簡潔 ・明瞭 ・的確 の観 点

で課題 を解決 す る。

② どん なよさが あ るのか調べ る。

③他 によい ところはないかさ ぐる。
鍵

《 よ さ 気 付 く 》

①自分の考えのよさをアピールする。

② 自分以外の考えのよさに気付 く。

③よりよいものを求めて、簡潔 ・明瞭 ・

的確の観点で比較検討する。

《 よ さ を 味 わ う 》

①気付 いたよさを使 って他の問題を解

決 してみる。

②実際 によさを使 う活動や体験を取 り

入れる。

轟

)ぜ

)畿

総 ゐ

新たな問題や生活に生かす

3

(1?

「算数 のよ さ」 を見 いだすための指導の工夫

指導過 程 の工夫

◆単元 のま とあの段 階で、 よさを見いだす活動 を取 り入 れ る。

(例)「 重 さ」 ……直接比較、間接比較、任意単位、普遍 単位 の学習 を終 えた段 階で、

いろいろなはか り方 の特徴や よさを見 いだす活動 を取 り入 れ る。

◆ 内容 に関連性 の あるい くっか の単元を続 けて扱 った り、同時 に扱 った りす る。

(例)「 わ り算」 と 「あま りのあ るわ り算」、「小数」 と 「分数」
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(2)課 題設定 の工夫

◆児童 の問題意識 が高 ま り、 よさの発 見につなが るよ うな課題 を設定 す る。

(3)自 力解決 における指導 の工夫

◆ 「簡潔 ・明瞭 ・的確」 の観点か ら、解決や振 り返 りがで きるよ うに支援す る。

正確 にはかれ るか な?

は っきりと分かるかな?

す ぐに比べ られるかな?

どういう場面でその はか りを

使 うとよいので しょう?

◆ グルー プ学習、小集 団指導 な どを取 り入れ、 自分の考えが もて るよ うに支援 す る。

轟
自分 でみつけたよさや秘密 を

グループの中で話 し合 いま しょう。

(4)集 団 検 討 にお け る指 導 の工 夫

◆ 話 し合 いの 時 に は、 ど う して そ の考 えが よ い のか を は っ き りさせ て 発 表 させ る。

◆ 「簡 潔 さ、 明 瞭 さ、 的 確 さ」 を意 識 して、 検 討 で き る よ うに発 問 を す る。

へ

こnnレ

よ り簡単 に、は っき りと正 確 に、

はかれ るの はどれかな?

、

(5)

◆ よい ものに気付 いてい く過程 と理由な どを発表 させ る。

まとめの段階 における指導 の工夫

◆見 いだ したよさを確 かめた り、使 ってみた りす る活動 を取 り入 れる。

今 日の学習で分か ったことを、実際にそれぞれの

はか りを使 って確か あてみ ま しょう。

4実 践 事 例(単 元 の ま とめ の段 階 で よ さ を見 いだ す 活 動 を取 り入 れ た授 業)

(1)単 元 名 「重 さ」(第3学 年)

② 単 元 の よ さ

本 単 元 で は、単 元 の ま とめ の段 階 で、 「はか りの コ ンテ ス ト」 を 開 き、 い ろ い ろ な は か り

の よ さを 見 いだ す。

さ らに、 目的 に あ った はか り方 を選 ぶ と、 簡 潔 、 明瞭 、 的 確 に重 さ を はか る こ とが で き る こ

と に気 付 か せ る。

癩

○直接比較のよさ

○間接比較のよさ

「手 に持 って 重 さを比 べ る と、 いっ で も、 ど こで も、 す ぐに はか れ る。」

「て ん びん で 重 さを比 べ る と、 目 で見 て、 は っ き りと ちが いが 分 か る。」

○数 値 化 ・任 意 単 位 の よ さ… … 「重 さを 比 べ るに は、 あ る単 位 とな る重 さ の い くっ 分 かで 比 べ る と、 は っき りと

比 べ られ る」

○普遍 単位のよさ

○はかりのよさ

「重 さを 表 す に は、 は か る もの の重 さに適 した 単位 を用 い る と便 利 だ。」

「グ ラ ム(g)を 使 う と、 ど ん な時 で もは っ き り と正確 に重 さ を表 せ る。」

「はか り を使 う と、 正 確 に もの の重 さを測 る こ とが で き る。」

一9一



(3)本 時

① 本 時 の よ さ

・目的 に あ った は か り方 を選 ぶ と、 簡 潔 、 明 瞭 、 的確 に重 さを は か る こ とが で き る。

② 目標

○ い ろ い ろ な重 さ の は か り方 の よ さ を見 つ け、 目的 に あ った は か り方 を選 ぶ と、 簡 潔 、 明

瞭 、 的 確 に重 さ を はか る こ とが で きる こ とに気 付 く。

③ 展 開

学 習 過 程

問題把握

自力解決

・一人一人がよさ

をさがす

・グループごとに

よさをまとめる

集団検討

・よさに気付 く

動

い ろ い ろ な はか りの コ ンテ ス トを開 こ う

いろいろなはかり

①手で持っ ②てんびん ③上皿てんびん

④ゴムの伸び ⑤はかり ⑥ばねばかり

○重さをはかるには、どのはか りがどんな点でよ

いのか見っける。

○自分で見っけたはか りのよさをグループの中で

話 し合 う。

○重さのはか り方のよさを、グループごとに発表

する。

①手に持 って感 じるグループ

C;手 だけを使 って いっ で もど こ

で も、す ぐにで きる。

C:重 さの違 う ものを比 べ るるな

ら、簡単 だ。

C:何 回 も練習す れ ば、 重 さ をは

か る感覚が鋭 くなる。

②てんびんグループ

C:少 しの重 さの違 いで も、 見 た

だ けです ぐに分 か る。

C:お もりを使 えば 、 重 さを数字

で表せ る。

C:入 れ物 を使 えば、 水 のよ うな

もので もはかれ る。

※教師の支援

※今 まで学 習 して きた はか りの コー

ナ ーを っ くり、 自由 に使 って よ

さを 見 っ け る活 動 が で き る よ う

に す る。

※ 自分 の方 法 が決 ま った ら、 そ の

方 法 の よ い と ころ を 見 っ け る よ

うに助 言 す る。

※ よ い と ころ を 見 つ け られ な い児

童 に は、 「ど ん な 場 面 に使 う と

よ いの か?」 な ど、 使 う場 面 に

つ い ての よ さ を さが す よ う に助

言 す る。

※ グ ル ー プで ま と め た よ さ を 書 い

た もの を 掲 示 し、 見 っ け た はか

りの よ さを 主張 す る よ うに させ

る。

③上皿てんびんグループ

C:少 しの重 さの違 い で も、 見 た

だけです ぐに分か る。

C:お もりを使え ば、 重 さ をは っ

きりと正確に、数字で表せ る。
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④ ゴムの伸びグループ

C:ゴ ムの伸びた長 さを比べれば、

どち らが重 いの か一 目で分 か

る。

C:ゴ ムと定規 を組み合 わせれ ば、

正確 に重 さもはかれ る。

ま とめ

・よ さを 味 わ う

⑤はか りグループ

C:の せるだけで 、 す ぐに重 さが

分か る。

C:重 さをは っき りと数字 で表せ

て便利だ。

C:正 確に早 くはか るこ とが で き

る。

C;重 さを はか るな ら、 す ぐに、 は っ き り と正 確

に はか れ る はか りが一 番 だ。

C:重 さを比 べ るな ら、 少 しの違 い で も、 傾 きで

は っ き り違 い の分 か る てん びん が 便 利 だ。

C:重 さに はっ き りと違 いが あ る場合 は、手 で持 っ

て比 べ るの が 早 い。

○ そ れ ぞ れ の はか り方 の よ さ を実 際 に確 か め る。

○ よ さを 自分 の もの に す る。

C:そ れ ぞ れ の は か りに、 使 う目的 に よ って よ さ

が あ る。

⑥ばねばか リグループ

C:小 さいので、持 ち運 びが便利。

C:ぶ ら下げ るか ら、 場 所 を と ら

ない。

はか りと同 じよ うに、 重 さを

正確 に早 くはか る ことがで き

る。

※それぞれのはか りのコーナーで

実際に重さを比べたり、はかっ

たりする活動を行い、一人一人

によさを味わわせる。

※重さをはかるには、どの方法に

もそれぞれよさがあり、場面や

目的に応じて使 うことが大事で

あることを確認する。

IV研 究 の 成 果 と今 後 の課 題

《成 果 》,

・よ さ に視 点 を お いて 教 材 分 析 す る こ とに よ り、 算 数 の よ さが 明 確 に な り、 算 数 の よ さ に せ

ま る課 題 の 設 定 が で き、 指 導 法 の工 夫 に生 か す こ とが で きた。

・問 題 解 決 の 過 程 に お いて 、 算 数 の よ さを3観 点 か ら追 究 す る こ とに よ り、 児 童 の 中 に3観

点 の 見 方 が 根 付 きっ っ あ る。

・検 討場 面 にお い て、 自分 の 考 え の変 化 の経 緯 を振 り返 った り、 友 達 の考 え と比 較 した りす

る こ と に よ り、 次 第 に 自 己認 識 が 深 ま り、 よ さを見 い だす こ とが で き るよ うにな って きた。

・よ りよ い考 え を求 あ よ うとす る児 童 が 増 え て きた。

《課 題 》

・さ らに算 数 の よ さにつ いて 教 材 分 析 を し、各 時 間 の 中 で一 人 一 人 が算 数 の よ さ を意 識 す る

よ うな指 導 の工 夫 を して い く。

・他 の観 点 か らみ た算 数 の よ さ(有 用 性 、一 般 性 、 統 合 性 な ど)に っ いて も、追究 して い く。
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第4学 年分科会

『課題を選択 して自力解決⇒集団で検討』の充実を図る指導法の工夫

1研 究 のね らい

教育 の今 日的 な課題 「生 きる力」の育 成の一 つ と して、 自ら学 び 自ら考え る力 を伸 ば して

い くこ とが求 め られて いる。算数教育にお いて は、 自 ら課題 を見っ け主体的 に問題 を解 決 す

る活動 を通 して、数学 的な考 え方 を育成 して い くことが大切であ る。 その たあに、本研 究 で

は、 自 ら課題 を選択 す る学 習 を取 り入れ ることに した。

自 ら課 題 を選択 す る学 習で は次の ような よさがあ ると考 えた。

① 児童が 自分 で課題 を選 ぶので、主体 的に学 ぶ力 を育 て ることがで きる。

② 児童の興味 ・関心 を生 か し、算数 の学 習に親 しみを もたせ ることがで きる。

③児 童 の習熟 の度 合い ・ペ ースに応 じて学 習を進 めさせ ることがで きる。

④ 複数 の課題 か ら出 された考えを比較検討 す ることを通 して、数学 的 な考 え方を育 て る こ

とがで き る。

本研 究で は、特 に、④ が重要 で あると捉 え、上記 の研究主題 を設 定 した。

そ こで、研究 のね らい は、次の2点 と した。

○ 「課題 を選択 して自力解決⇒ 集団で検討」 の充実 を図 る指導法 と育 て られ る数学的 な考

え方 を明 らかにす る。

○ 検証 授業 を通 して、指 導法の有効性 を探 る。

皿 研 究の内容

1選 択 をどうと らえるか

私たち は、選択 を 『児童 が興味 ・関心 を生 か して、既 習内容 や生 活経 験を もとに見通 しを

もち、主体的 に選 ぶ こと』 とと らえた。選択 の対象 の課題 とは、 『学 習 の ね らい に迫 るたあ

にその授業の 中で児童 が取 り組 む事柄』 と した。

そ して、課題 の選択 を取 り入 れ た学 習 とは、『児童が 自分 の興 味 ・関心 。習熟 の度合 い等

を照 らし合わせ なが ら 「これな らで きそ う」「これ に挑戦 してみ よ う」 とい う見通 しを もっ

て 自 ら課 題を選 び、解決 してい く学 習』 ととらえた。

2課 題 を選択 して自力解決 した ことを集 団で検討 する有効性

複数 の課題 の考 えを比較検 討す ることは、様 々な数学 的な考えを育て るこ とがで きると思

われ るが、主 に下 のよ うな考え方 を育 て るのに有効 と考 えた。

〈 この集団検討 をす る ことで育て られ る数学 的 な考 え方〉

○ い くっか の考 えの間 に共通 して見 られ るルールや性質 を見 いだそ うとす る。

(帰納 的な考え方)
○一 っ またはい くっかの性 質を引 き出そ うとす る。(抽 象化 の考 え方)

○ 問題場面 や数値 な どが違 って も解決 方法が同 じ問題 と して まとめて いこ うとす る。

(統 合 的な考え方)

○ 問題 の解決 を もとに して どの場 面で も同 じ考 えで解決 で きな いか と一般性 を求 めよ う
とす る。(一 般化 の考え方)

(参 考文献 「問題解決 課程 と発問分析」片桐重男著)
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単元名 学習のね らい
選択場面()… 児童の選択判断基準

☆ 一選択課題設定時の配慮事項 数学的な考え方

折 れ線
グラフ

折れ線の傾
きと変化の度

合いの関係を
理解す ること

がで きる。

折れ線 グラフをかいて、変 わ り方 を調べ ま しょう。

①多聞小の児童数

②小学生が家 に帰 ってか ら友 だちと遊ん だ時間

③巨人軍松井選手のホーム ラン数

(難易度 ・興味 関心)

☆児童の身近 に感 じるもの、興味 ・関心が もて るもの、難易度があ り習熟

度に対応で きるものを設定 した。

*ど の グラフも変化の

度合い は線の傾 きに関
係 して いることに気付
く(帰 納的)
*グ ラフの線 の傾 きを

みれば変化の様子が よ

く分か ることに気付 く
(一般化)

式と
計算

加減の2段

階の問題をかっ

こを用 いて1
っの式 に表す

こととその計

算順序を理解
す ることがで

きる。

①100円 を も って 、20円 の キ ャ ップ1こ と40円 の鉛 筆1本 を 買 い ま し た。

お つ り は、 い く らで し ょ うか。

②500円 を も って 、230円 の色 鉛 筆1セ ッ トと170円 の定 規1セ ッ ト買 い ま

した 。 お っ りは 、 い く らで し ょ うか。

③1000円 を も って 、240円 の マ ンガ1冊 と110円 の缶 ジ ュ ー ス1本 と350円

の お 弁 当1つ を 買 い ま した。 おっ り は い く らで し ょうか 。

(難 易 度)

☆ 児 童 の 身 近 な 日常 生 活 の買 い物 場 面 で 、 難 易 度 が あ り習 熟 度 に対 応 で き

る もの を 設 定 した。

*ど れ も 「もって いる

お金 一代金eお つ り」
という関係にな って い

ることに気付 く。
(帰納的)

*こ の ような場面で は

いっで もか っこを使 っ
て1つ の式に まとめ る

ことがで きる。

(一般化)

3選 択を取 り入れ た学習の型

児童 自 らが課題 を選択 しなが ら進 める学 習 と して、 い くっかの型 が考 え られ る。

本研究で は、課題 を選択 して 自力解決 した後 の集 団検討 の充実 を図 るために、下図 のよ う

に考 え、 指 導 上 の工 夫 を し、 学 習 を 進 め る こ とに した。

藍.6

》 や

これな ら

で きそ う!

自分で選ん だか ら

最後までや ろう1

課 題

1

学習のねらい

選 択 課 題 の 工 夫
・課題 の構造 が同 じで数値や場面が異な

る もの
・解決 した ことを比べて共通点、相違点

が は っき り分か る もの
・難易度が ある もの

課 題

2

課 題

選ん だ問題が、

ちょっと難しかっ

たので 、 も う
一つの方をや っ

てみよう!

3

　 の

亀,巳

切

ひとっで きたか

らもうひとつやっ

てみよう。

ノ:

自
力
解
決

自
力
解

決

自
力

解
決

選 択 時 で の 支 援 の 工 夫
・自分で選択 した課題を優先 させ る。
・選択で悩んで いる児童に は難易度 な

どを提供 し相談にの る。
・選択 した途中でつ まずいて しま った

ら様子 を見て、他の課題を選択 して

もよいことを助 言す る。

自 力 解 決 時 の 支 援 の 工 夫
・ペー スに応 じた助 言

(早 く終 わ った児童 には、 同 じよ うな

考えで他の課題 に も取 り組 むよ うに助

言す る。)
・っまず きに応 じた ヒン トを提示す る。

この考えを使

えばいつで も

解決できるね。

凸

'

,

-
ワ

9

●
㌧

見比べ ると同 じこ

とが言え るね。

それぞれの考 えを見比べて

集 団 検 討

え方を育てる戦学的な考

集 団 検 討 時 で の 支 援 の 工 夫
・発表時 り工 夫

(他の課題 の選択 を した児童 に も

伝 わ りやすいよ うに視覚的 にと

らえ られる発表 をするように助

言する。)

(自分 の考 えとの共通点 に着 目 し

て聞 くよ うに助 言する。)
・検討の視点 を明確 にする。

(共通 点やいっで も使 えそ うな考

えに着〕で きるよ うに)
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N実 践事例

1単 元名 「四角形」 小単元 「台形、平行四辺形、 ひ し形」(9時 間)本 時(3、4/9)

2本 時の指導(2時 間扱い)

{1)ね らい

・自分 で課題 を選 び、進 んで学習 に取 り組 む ことがで きる。

・図形 の構成 要素 に着 目す ると、 いろい ろな四角形 の性質が分か る。〈数学的 な考 え方〉

(2)展 開

課
程

主 な発問と児童の活動 ・反応

【1/2時 間目】

課

題

の

把

握

Tい ろいろな四角形 にか くされ た秘密を見っ けよ う。

正方形

口
長方形

口
に こに こ山形

ム

○留意点●支援◎評価

*数 学的な考え方

解
決
の
見
通
し
/
自
力
解
決

○前時 に タング ラムの ピースで作 っ

た四角形(どんな形か考え名前をっけたもの)を提示

ななめ箱形

⊂1
ク リスタル形

¥�
○や って みたい形、 や って みたい方

法 などを自由に選択 させ る。

<選 択 場 面>

C1っ の構成要素 か らいろいろ

な形を調べる。

姦 く璽 〕

C1つ の形 をいろんな構成要素

か ら調べる。

に こに こ山形

を くわ しく調
べたい。

し
媛

【2/2時 間 目】

発

表

/

比

T見 っ けた秘密を発表 しよ う。

C私 は、平行 を見っ けま した。正方形 は、向 かい合 った2組 の辺 は、

平 行です。長方形 も同 じです。 ……

Cぼ くは、角 の大 きさをはか ってい るうちに垂直 があ るか ないかに気

付 きま した。正方形 と長方形 は、角 が直角 だか ら垂直が4っ あ りま

す。 にこに こ山形 はあ りませ んで した。……

Cク リスタル形 を調べ ま した。 まず この形 を2回 折 ってぴ った りに重

な ったので4つ の辺 の長 さがみんな同 じです。

<比 較 検討場面>

Tい ろいろな秘密 を見比べ てみて、 それぞれ の形 の大切 な秘密 を見っ

け よう。(比 較検討 の視点)

Cに こにこ山形 だけ1組 だ け平行 だ。

Cな なめ箱形 は、2組 平行 にな っている。

○自分なりの選択基準

をもっよう示唆する。

*構 成要素に着 目して

考える。(単位の考え)

◎いろいろな秘密を見

っけようとしている

か。

較

○秘密を見っけるため

に何を調べていった

か明らかにする。

●発表者は、図を指 し

示 したり操作 した り

しなが ら分か りやす

く説明 し、聞いてい

る児童 は一緒 に操作

するように助言する。

●発表事項を見やす く

板書する。(次 頁表)

1● 表を縮 に見比べ形
の秘密の同 じ点、違

う点に着目するよ
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ま

と

め

Cな なめ箱 形 は、 向かい合 ってい る辺 の長 さが同 じで、 ク リスタル形 うに助言す る。

は4っ の辺の長さが同 じ。

C正 方形 とクリスタル形 は4辺 の長さが

みんな同 じだけど正方形 は角が4っ と

も直角だ。

C長 方形とななめ箱形は、向かい合った

2組 の辺の長さが同 じだけど長方形は

角が4っ とも直角だ。

T(児 童が発言 したそれぞれの大切な秘

(児童の発表に合わせて板書 した表)

正方形 (角) 願 (平行) (辺 の長 さ)

長方形 みな直角 ある 2組平行 みな同 じ

に こにこ

山形

みな直角 ある 1組 平行 向かい合 ってい

る2組 が同 じ

ななめ箱

形

ちが う ない 1組 平行 ちが う

クリス タ

ル形

向かい合ってい

る2組 が同 じ

ない 2組平行 向かい合 って い

る2組 が同 じ

向かい合ってい

る2組 が同 じ

ない 2組平行 みな同 じ

※発表終了後、縦横見比べやす いように線 を入れ る。

密 と合わせなが ら形の用語を知 らせる。)

Tこ の間のなぞの形は、平行四辺形かひ し形か

悩 み ま したね。 これはどん な形 と

いった らよいで しょう。

C辺 の長 さを調べれ ば分か るよ。

(長 さをはか って調べ る。)

なぞの形

覧
C4つ の辺 の長 さが みな同 じで ないか ら、平行 四辺形 です。

*い くつかの秘密の中に共通す

る性質を見いだす。

(帰納的 ・抽象化の考え方)

*構 成要素に着目して形の性質

を考える。(単 位の考え)

◎ 「辺の長さ」に着目すると弁

別できることに気付いたか。

T今 日学習 して よか った こと、今度や ってみたい ことがあ ります か。

Cな ぞ の形が辺 の長 さをはか った ら¥/行 四辺形 と分 か ってよか った。

C自 分で考え た ことを友達 と比べてみ ると自分 と違 う考 えがあ ってよ

か った。

Cタ ング ラムで 自分 で作 った形が何の形か調べたい。

○分か ったことや感想

の出 し合 い、次時へ

の意欲づ けにす る。

3考 察

・四角形を調べて い く観点 を教師側が示 していた これまでの受 け身 の学習 と比べ、今回 は児

童 に課題(構 成要素 ・形)を 選択 させ ることによ り、 自分 の興味 ・関心 や見通 しの もとに

生 き生 きと主体的 に活動で きて いた。

・選 択場面で は、辺 の長 さや角の大 きさに着 目す る児童 が多 か った。角 の大 きさに着 目 した

児 童 は、活動 しなが ら 「垂直」や 「平行」 に も気付 き始 め、活動 が個人 内で広が って い っ

た。 これ は、選択で きるよさで ある。

・児 童が発見 した5っ の形 の秘密 を表 にまとめ、 それ らを比較検討 した ことで、構成要素 に

着 目 しそれ ぞれの形 に共通す る性質を見 いだす考 えを もつ ことがで きた。

V研 究の成果 と今後の課題

・課 題 の選択 を取 り入 れ自力解決 をす る活動 を積 み重 ねてい くうちに、意欲 的に問題解 決 に

取 り組む とと もに自分 に合 った選択がで きるよ うにな った。

・選 択 して解決 したこ とをお互 いに発表 し合い、検討 し合 うことを通 して、 「同 じこ とが い

え る」「この考 え はいつで も使 え る」 などと考 える ことが で き、帰納的、抽象化、統合的 、

一 般化の考えを進 めてい くようになった
。

・本 研究で実践 した選択 を取 り入れ た学 習を、 どの単元 の場面 で取 り入 れ ると数学 的な考 え

方 を育て る上で有効か をさ らに追究 してい く。
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第5学 年分科会

既習事項を生か してよりよく解決する児童を育てる指導の工夫

1研 究 のね らい

学校教育 の重要課題 は 「生 きる力」の育成で ある。 そ の一つ に 「問題解決 の能力」 が あ げ

られ る。

問題解決 に当 た って は、既習事項 の中か らどれが 自分 の解決 に使 えそ うか考 え、 よ りよ く

解決 しよ うとす る姿勢が大切 である。未習の問題を、 既習事項 を生か してよ りよ く解決 で き

た とき、児童 は既習事項 を用 い ることのよさを実感 し、次 の解決 にまた有効 に用 いてい こ う

とす るであ ろう。 そのためには、既習事項が新 たな問題解決 に有効 に使 えるよ うに定着 して

い ることが必 要で ある と考 え、上記 の主題 を設定 した。研究 のね らいは以下 の通 りであ る。

(1)既 習事項 を生か して よ りよ く解決す る児童像 を明 らか に し、その指導 の在 り方 を探 る。

② 授業 を通 して、児童の解決 の様相を探 り、指導 の有効性 を検証す る。

皿 研 究 の仮 説

児 童 一 人 一 人 が考 え た 中 の よ い ア イデ ィ ァを"み ん な の 宝 物"と して価 値 付 け、 そ れ を 問

題 解 決 に使 え る 「ア イ テ ム」 と して 獲 得 ・蓄 積 ・活 用 して い くよ うな指 導 を充 実 さ せ れ ば、

既 習 事 項 を生 か して よ り よ く解 決 しよ う とす る児 童 が 育 つ で あ ろ う。

皿 研究 の内容

1既 習事項 を生 か して よ りよく問題を解決す る児童 とは

児童 が新 しい課 題 に直面 した時、問題を解 くよりどころとなるのが、 それ まで に学習 して

得 てい る知識 ・技能、 あるいは自分 な りに獲得 し、定 着 して いる学習 の仕方 ・考 え方 な どで

あ る。本分科 会で は、 これ らを既習事項 と して とらえた。

11)既 習事項 を生 かす とは

児童 が これまでに経験 した り、学 習 した り して得 た知 識、技能 、考え方などを駆使 して、

問題解決 に臨む こと

② よ りよ く問題 を解決 す るとは

いろいろな考え方 の中か らよ り算数 と して価値 あ る考え方(簡 潔 ・明確 ・的確 ・一 般性

のあ るもの… 等)を 求 め、 その後 の学習 に生かせ るよ うに身 に付 け ること

以上 のよ うにと らえ た。

平成14年 度か らの新学習指導要領 で は算数の学 習が厳選 され、 よ り能率的 に学 習 を進 め

てい くことが重要 にな って くる。 この ことか らも、児童一人一人が問題解決 に必要 な既 習

事項 を駆使 して解決 し、 さ らによ りよい方法や考 え方を追求 し、新 しい見方 ・考 え方 を生

み出 した り、次への課題へ と考 えを広 げた りしてい くことは人切 な ことである。
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(3)既 習事項 を生 か しよ りよ く問題 を解決す る児童

理
解
が
深
ま
る

・
活
用

の
し
か
た
が
広
が
る

新
し
い
ア
イ
テ
ム
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る

問題把握

自㊥

力

解

@

決 検 討

発 表

◎………既習事項 との関連を明 らかに した り、生

か した りして いる姿

☆… …… よ りよ く解決す る姿

{==コ ……児童 の思 いや 言葉

:二..… …数学的 な考 え方 く態(態 度)方(方 法)

内(内 容)〉

1態(明 確)

◎ 分 か らな い こ と は何 か な 。1方(抽 象 化)1

◎ 分 か って い る こ と は何 か な。

(問 題 と して 十 分 か 、 足 りな い こ とは な い か。)

◎前の学習で似ているものはないか。

◎前の何かを使えないだろうか。

◎ 自分の言葉で言いかえられるか。

◎ もっと簡単にならないか。

◎図や表にしてわか りやす くならないか。

⑳'"

態(明 確)

(よりよいもの)

方(類 推的)(帰 納的)

(単純化)(記 号化)

一
態(筋 道)(よ りよいもの)

方(発 展的)(一 般化)

(単純化)☆自分のやり方や答えは正 しいのかな
。

◎☆別の方法でも同 じ結果になるか確かめよう。

☆もっとよい方法 はないかな?

☆他のどんな問題にこの結果や方法が使えるかな。

集:歪 備 鷲 好 を使ってい礁
・修 正 す る と した らど こを修 正 す るか 。

団

検

討

◎**の 考 え(方 法)を 使 っている。

◎◇ ◇だか ら正 しいと思 う。

☆△ △を…… と修正 する とよい と思

類 ・整

・どん な考 え を も とに して い るか
。

・似 て い る もの ・違 う もの は あ るか
。

・同 じ仲 間 は どれ か
。

⑪
・そ れ ぞ れ の考 え の よ い と ころ は ど こか。

・どの考 え や方 法 が よ い と思 ったか
。

な ぜ そ う思 った か。

◎前 の○○ の考 え(方 法)を 使 って
い る。

◎☆**と ××は… …が 同 じ。(似
てい る。)

◎☆ ××と**と は……が違 う。

☆ 自分 にと って分 か りやすい。

☆楽 にできる。簡単 だ。

☆ いっ で も使 える。 どんな場合 に も
で きる。

態(明 確)

方(統 合的)

(一般化)

態(よ りよいもの)

方(一 般化)

(発展的)

ち まとめ

振 り返 り

☆OOの や り方 は分 か りや す い。

☆ 次 は○ ○ を使 って み よ う。

☆ も っと… … す る と い いか な 。

☆ ○ ○ は他 に も使 え るか な。

☆ 口 口 の と き に も使 え そ うだ 。

篇蹴
態

方
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(4)"ア イ テ ム"に っ い て

既 習 事 項 の 中 で児 童 が 問題 解 決 に用 い た有 効 な手 だ て を、 本 分 科 会 で は"ア イ テ ム"と

呼 ぶ。 ア イ テ ム は学 習 の そ れ ぞ れ の場 面 に お い て児 童 の言 葉 で ネ ー ミン グ して い く。

知識

理解

数学的な考え方

趨
/諭

匡
だいたいで考 える

分 けて考え る

ない ものをある ものと して考え る

簡単 な ものか ら順 に考え る

何か きま り毎 にまとめて考 える

な らして考 える

絵 や図 にす る

(ア レー図 ・テープ図 ・線分図 ・数直線… …等)

表 に整理す る

式 にす る

2指 導 の工夫

tl)ア イ テ ムの 整 理 ・蓄 積 ・活 用 … …児 童 が 問題 解 決 で用 い た方 法 や考 え方 な ど を 検 討 場

面 に お い て 、"ア イ テ ム"と して 価値 付 け、 名 前 を つ け整 理 ・分 類 す る。

① 集 団 検 討 で 価 値 付 け た ア イ テ ムを 児童 の言 葉 で ネ ー ミン グ し、 教 室 に掲 示 す る。

② ノー トや ワー ク シ ー トで 自分 に と って役 に立 ち そ うな と ころ にす ぐ使 え るよ う に ラ ベ

ル を貼 る。

(2)課 題 の設定 …… アイテムを用 いな いと問題 の構造 が分 か らないよ うな問題 ・演 算決 定

がで きないよ うな問題を提示す る。

①逆思考 の問題

②条件不足 や過 多の問題

③ 四則計算 が混 ざった複数の問題 等

㈲ 適切 な評 価……前時 まで に獲得 したアイテムを生 か してい る場面 や生 か したア イテ ム

のよ さに気 付 いて いる姿 を評価す る。

① どうい うところに目をっ けて考 えたのか、明 らか にさせ る。

②児童 が学 習後、有効だ と思 われ るアイデ ア ・方法 や態度な ど、 よい ところに気付 い て

いる感想 を紹介す る。

皿 実践事例

1単 元名 どん な計算 になるのか な

2本 時の 目標

・乗法 か除法、 どち らか分 か らない問題 を、 自分な りの方法で関係をっかんで立式す る こ と
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がで きる。(→ 指導 の工夫② ③)

・立式の根 拠 を比較 しなが ら検討す る活動 を通 して、小数の乗 除の関係 ・線分図 ・数直線 ・

ことばの式 ・表 を用 いた り、簡単 な整数 に置 き換 えた りして考え るとよい ことに気付 く。

3本 時の展開

問

題

把

握

自
力
解
決
発
表

検

討

●

発

表

主 な発問 と児童 の活動 ○留意点●支援◎評価

◇小数 のかけ算か わ り算か分か らな い問題 を3問 並べて提示す る。

① 兄 の体 重 は、51.5kgで す。

弟 は、 そ の0.8倍 です 。

弟 の体 重 は、 何kgで す か。

②0.8mで41.2㎏ の 鉄 パ イ プ

が あ りま す。 同 じ鉄 パ イ プ

1mで は、 何kgで し ょ う。

③ 大 石 君 は 、 車 で51.5kmド

ラ イ ブ しま した。 加 藤 君 は、

41.2kmド ラ イ ブ しま した 。

加 藤 君 は、大 石 君 の 何 倍 、

ドラ イ ブ した で し ょ う。

T:ど うや って考 え る と式 が見 っ け られ るか な。

C1:線 分 図 で考 え て み た い。

C2:か ん た ん な数 に お きか えて 見 当 つ け る。

i どん な計算 にな るのかな?

C3:そ れ ぞれ の 問 題 にっ いて数 直線 を 書 い て 考 え る。

C4:表 に整 理 して 、 比 例 の 考 え方 を用 い る。

C5:□ を用 い た式 を立 て、 変 形 して答 え を求 め る。

C6:既 習 を も とに、 自分 な りの方 法 で3問 解 く。

C7:同 一 の方 法 で考 えた3問 を比 較 し、 どんな場 合 に

か け算 にな り、 どんな場 合 にわ り算 になるか考 え る。

●3問 で同 じ数値を用 いる。

◎ 既 習事 項 を 使 っ て 、 自分

な りの考 えが もて たか 。

●考えが正 しいか、 他 の既 習

事項 を用 いて確 かめ させ る。

03問 の課題 の下 に、 考 え を

手立て ごとに並 べて貼 る。

C8:数 直 線 で も、 表 で も、 数字 の場 所 が同 じで 、 □ の 位 置 だ け ちが う。

C9:ど の計 算 も、 □ を使 ったか け算 の式 に して しまえ ば 、 楽 にで き る。

T:小 数 の計 算 で、 か け算 か わ り算 か迷 った と き、 ど こで 見 分 けた らい いで しょ う。

C10:か け算 に な る の は、1に あ た る量 と何 倍 か が分 か って い る と き。

C11:わ り算 に な る の は、1に あ た る量 が分 か らな い と き や、 何 倍 か を求 め る と き。

C12:線 分 図 や数 直 線 、 表 で み た と き、1の な な あ の数 を求 あ る と き だ け、 か け算 に

な って る。

C13:「 な な か け式 」 と名 付 け よ う。

C14:か け算 もわ り算 も同 じ方 法 で 考 え られ る こ と に

気 付 い た。

○ 使 え る考 え は、 ネ ー ミ ン

グ して、 宝 物 とす る。

IV研 究 の成果 と課題

(成 果)問 題 を解決す るとき次のよ うな姿 が見 られ るよ うにな って きてい る。

・既 習事項 を生 かそ うとす る姿。

・それぞれの考えの よさに気付 く姿。

・考 えの過 程 を大切 に しようとす る姿。

(課 題)

・1～6年 生 までの関連 や系統 を既習事項 とい う観点か ら見て学 習内容の厳選をす ること。

・既 習事項 の整理 ・統 合の指導 の在 り方。
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第6学 年分科会

子どもによる価値付けとそれを支える教師の評価

1研 究のね らい

私 たちが行 った実態調査 によれば、約70%の 児童 が算数 は好 きではない と答 えて い る。 そ

の理 由の多 くは難 し くてわか らな いか らとな っている。 これは、子 ど もが学 習 した内容 を問

題解決 に使 える もの と して獲 得 してお らず、 自分 の力 で解決 した喜 びや、算数 のよ さを実 感

していない ことが要 因の一 っで あると考 え る。 そ こで、 その子 自身 が解決方法 や算 数の学 習

内容 にっ いて、 いいな と自分 な りに納得 した ものを次 の学習 にっなげてい くことがで き るよ

う、 きめの細 かい評価 と支援 が必要 であ ると考 えた。

研究 のね らい は以下 の通 りで ある。

①子 ど もによ る価値付 けとは何かを明 らかに し、評価 や支援 を含 めた指導 法を工夫 す る。

②検証授業 を通 して指導 と評価 の有効性 を明 らかにす る。

皿 研究の仮説

事前 の調査、 チ ェ ック リス ト、子 どもによ る自己評価、 ノー ト等 か ら子 どもが何 を よ りよ

い方法 と して いるか、 また、子 ど もの変容 して

い く様相 をとらえ、それ らを分析することによっ

て、子 どもによる価値付 けを促す支援がで きる 価髄 生み出す轄 の流れ
価値付け 指導過程 評価 と支援

で あ ろ う。
腱 ・・繊(経 験・体験

一)皿 研究 の内容 　　　　

1ノ 、、/
子 ど もによる価値付 けを 「それぞれの子 ど も

が よいと感 じた解決方法 や考 え方 を、 それ以 降

の学 習 に使え る形 で獲得 す る こと。」 と定 義 す

る。

① 「子 どもによ る価値付 け」 の ある授業 とは

一人一 人が よいと思 った解決方法 や考え方

を用 いて主 体的 に課題 を解決 す ることを大切

に し、子 ど もが よ りよい解決方法や考え に高

まるよ う支援 す る指導。

② 子 どもた ちが 「よさ」 を感 じ、価値付 けが行

われる場面

7
、、匹 ⊃

漢

●問題解決 に使 った方法 につ いて振 り返 り、 よりよい もの に しよ うと して いるとき。

● 自分 の考 えを友人の考 えと比較 し、 よ りよい ものを選 ぼ うと して いるとき。

● 自分 が選 んだ方法を類題や応用問題の解決 に試 しなが ら、その よさを味わ って いると き。

● よ さを確認 した考え を今 まで の考え(既 習事項)と 比 較 してその よさを味わ っているとき。

●獲得 した方 法や内容 を新 たな課題 にあたったときや実 生活の場面で生か して いると き。
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2教 師 の評 価 につ いて

子 ど も 自身 の 価 値 付 けを 高 め るた め に、 子 ど も一 人 一 人 が ど の よ うな価 値 付 け して い る か

を っ か み、 さ らに、 そ れ が 何 を き っか け に して変 容 す るか をっ か む。

子 ど もによる価値付 けをっかむ

・チ ェ ック リス トに よ る方 法 ・教 師 の助 言 や質 問 な どの 直 接 的 な

・ノー ト等 の 分析 に よ る方 法 き っか け

・学 習 感 想 の分 析 に よ る方 法

・レデ ィ ネ ス テ ス トに よ る方 法 ・周 囲 の子 ど もた ちか らの 影 響

・類 題 に よ る方 法

・自 己評 価 ・総 合 評 価 に よ る方 法 ・本 人 自身 の思 考 操 作 に よ る もの

支援:
・授業 の中で、子 どもた ちが何 をよ りよい方法 として と らえたか を評価 し、 次 に
設定 す る課題 に修正 を加 え る。

・子 どもたちが 自分 の価値付 けを高 めていけるよ うな類題 を設定す る
。

・子 どもの思考 にそ った適切 な支援 がで きる
。

〈事例1>① ～④ の評価 方法

チ ェック リス ト(例:立 体 の表面積 と体積 第1・2時)

ア:1枚 ず っ 出 す法

【 回 回 ■ 】 「到
1面 ず つ計 算 して求 め、6面 分 足 す 。

イ:2っ ず っ ま とめ る法

0

0

0

r-一 一 一 一

/
!

!

!

0

同 じ大 き さの2面 ず つ を ま とめて 、 ① ×2、 ② ×2、 ③ ×2を 求 め 、全 て足 す。

ウ ・側 面 開 い ち ゃ った法

0][コ

側面 を展開 し、長方形 に して考え、① ×2と 側面 を足 す。

レ デ ィ ネ ス テ ス トよ り 角柱 ・円柱の表面積の求め方を理解する

長

方

形

平
行

四
辺

形

三

角

形

台

形

円 円

周
の

長

さ

四 角 柱

(長方形)

四 角 柱

(台形)

円 柱 三 角 柱 価

値

付

け

解 自

決力

付価

け値

1

解 自

決 力

付価

け値

解 自

決力

付価

け値

1

解 自

決力

付価

け値

A

B

○

○

X

X

0

0

0

0

O

X

X

O

x

イ

イ

イ

X イ X

ウ イ

X

イ イ イ
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「チ ェ ッ ク リ ス ト」 と 「子 ど も の ノ ー ト」 よ り

子 どもの ノー ト

K

児

側面開 い ち ゃ った法 が一 番 や りや

すか ったです。 それ は、 底 面 と長
一 一 一}一 一}一 一 一

方形の面積 を求 めるだけだか らで一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 冒 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一 一 　 一 　 一 一 一 一

す。色 を塗 った り、 記号 で分 け た

りす る と分 か りやす くな る。 次 は、
一 一 一 一 一 一

側面開 いち ゃ った法 でや りた いで

す 。

N

児

二 っずっ ま とめ る法でや ったけ ど、

計算 が多 いか ら、 側面 開 い ち ゃ っ

た法 でや りた い。'側面 開 い ち ゃ っ

た法 だ と、 一 回 で計算 が で きてす

ごく楽。 何 にで も使 え るか らこれ

か らも使 い たい。

V

児

友 達の考 え はす ごい。 一 番最 初 に

や った 自分 の考 えは、面倒 くさか っ
響 一 噂 一 一.一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一r--r-一}一 一 鴫

た けれ ど、 側 面 開 いち ゃった法 は
一 一,

簡 単で いい と思 い ま した。 分 か ら
r--r--r一 一 一 一 一

な くな った時前 の ペ ー ジを見 た ら

分 か りま した。 自分 の ノー トが教

科書 み たい だ った。 つ ま り分 か り

やす い。

→

→

→

→

教師の評価

子どもの変容や
価値付けの見とり

集 団 検 討 を 通 し て

「2っ ずっ まとめる法」

か ら 「側面開 いちゃっ

た法」 に変 容。 計 算

が楽 とい う こ とに着

目 して いる。

類 題 を通 して 「側 面

開 いち ゃ った法 」 に

変 容。 計 算 が楽 とい

うこ とに着 目 して い

る。

集団検討を通 して変

容。 自分 の考え と友

達の考 えを比較検討

することで、簡 単 に

で きるとい うことに

着目している。

→

→

→

→

教師の支援

子 どもの思いに

沿って

側 面 開 い ち ゃ っ た法

で解決で きるよ うに。

側面 開 いち ゃ った法

で解決で きるよ うに。

いつで も使 え る か、

もっと計算 が 楽 な方

法 はな いか な ど考 え

る。

より簡単な方法 か、

もっと簡単 な方法 は

ないか考え るよ うに

す る。 自分の考 え と

友達 の考え とを比 較

検討するようにする。
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実践事 例

1単 元 名 「立体 の表面積」

2指 導計画 (評 …評価 支…支援)

学習のねらい 課題解決のために使われる考え方 着 目させたい考え方

角柱の表面積の求 底面積は同 じ 側 展 側面積をっなげ 底面の ・表面積は展開図がわ

め方を理解する。 面積のものが 面 開 て大 きな長方形 周 りの かれば求 め られ る。

上下2っ ある。 は 図 と考えると計算 長 さ ・側面 は展開す ると一

長 か
が楽 になる。 X 枚 の長方形 にな る。

立
体

円柱の表面積の求

め方を理解する。

方

形

ら
側面の長方形の

横の長さは底面

柱の

高さ

・側面 は展開す ると一

枚 の長方形 にな る。

の

表
の円周の長さに ・底面 の周 りの長 さが

面 な る 。 側面を作る長方形の
積
5 横 の長 さにあた る。

時
間 角錐の表面積の求 柱体 と異なり、 側面 は 展開図か ら ・角錐の表面積 も展開

め方を理解する。 底面積につい 二等辺 図がわかれば求める

ては1面 求あ 三角形 こ と が で き る。

円錐の表面積の求 れば よい。 側面 は ・立体の表面積 は展開

め方を理解する。 扇形 図がわかれば求める

こ と が で き る。

適用問題を解 く

3本 時の展開

指導過程 留意点 主 な 発 問 、 学 習 活 動

課題把握

な る で し ょ う。1

た て6cm

横8cm

高 さ10cm

Tこ こにある四角柱 に色を塗 りたい と思 います。 どれ くらいの面積 を塗 ることに

∠i
/声 　}一

//

/

7
自力解決

・イ メージをっ

かむための図

を描 かせ る。

必 ず しも展開

図 にな らな く

て よい。

・支 援用 に展開

で きる模 型を

い くつか用意

してお く。

ア 側面の展開を工夫

口
イ1一 枚ずっ求める

QQ
一

一

イ2合 同な面が3組

口 ロ

ー

ウ1手 がっかな い

評 表面積の意味がわか ら

ない。図がか けない。

支 立体模型 を使て、何を

求 めるのか確認す る。

ウ26×8×10

評 とにか く数値をか けて

しま う。体積 の イメー

ジが ある。

支 面積 を求 める課題であ

る ことを確認 す る。

口
6xgx2十

lOx(6x2十8x2)
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検討 ・練 り上げ Tそ れぞれの考え方 にっいて気付 いた ことを発表 しま しょう。

・それ ぞれの考 C側 面をひとつの長方形 と考えると、計算が楽になる。

え方のよさを Cば らば らに切 り開いて しまうと計算が面倒。

認 め合 い、 よ C簡 単に答えを出せる切り開き方を選んだ方がよい。

りよ くす るに C展 開図をいちいち描 くのは面倒ではないか。

はどうすれば Cイ のや り方 は図 を描か な くて もや りやす い。

よいか検討さ

せ る 。

まとあ ・発展 Tで は、 自分 の選 んだや り方 で、 この四角柱 の表面積 を求 めま しょう。

・自分で選ん だ ＼ /
方法で、類題

を解 き、 その

方法の価値に ＼ /
ついて感想を

ま と め る。 T今 日わか った こと、感 じた ことを ノー トに まとめま しょう。

C図 の描き方を工夫すると、簡単に計算できる方法がみつけられる。

C自 分が選んだやり方は台形の四角柱の時には面倒だった。合同が一組 しかない。

C台 形のときにも側面をっなげると長方形 になって計算が簡単。

T何 人か の人 に発表 して もらいま しょう。

V研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成果

○ チ ェ ック リス トを使 い観点 を絞 って評価す る ことで、子 ど もが何を よ りよい方法 として い

るかが よ くわか る。 その結果、次時 の学習 の組 み立てが しやす くなった。

○ ノー トの分析 やチ ェ ック リス トの活用 を継続す る ことによ り、子 ど もたち個 々の思考 の流

れ がわか り、子 どもによる価 値付 けを促 す支援 がで きた。

○学習 の中で 自分 の解決方 法が認 め られ ることによ って、子 どもたちは既習 を生 か し、進 ん

で解決 しよ うとす る態度が身 に付 いた。

2今 後 の課 題

○ チ ェ ッ ク リス トを 使 った評 価 は容 易 で は な いの で、 一 層 の 工 夫 を して い く。

○ 算 数 の よ さを 考 慮 に入 れ た指 導 計 画 の立 て 方 を さ らに追 究 して い く。

○ 子 ど も に よ る 自 己評 価 、 相 互 評 価 の あ り方 にっ いて 、 さ らに研 究 を 深 め て い く。
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